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4. 研究課題の概要 

本研究では、江戸中期に京都を拠点として活躍した浮世絵師である西川祐信（1671～1750）に着目し、18 世

紀上方出版文化から江戸の都市文化へと続く知の連環を考察する。 

 祐信は、上方だけではなく、江戸の絵師にも大きな影響を与えた絵師であり、多様な出版文化の展開を担っ

た重要な人物であるにも関わらず、これまで十分な研究がされてきたとは言い難い。本研究は、祐信という絵師

を核とした知的活動の展開と上方文化の江戸流入を明らかにすることを目的とする。 

研究活動の一つとして、毎月 1 回 アート・リサーチセンターにて西川祐信の着物雛形本『正徳雛形』の研究会
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を開催。染織、文学、美術など様々な研究者をメンバーとして『正徳雛形』に記載された各雛形を分析し、模様

の典拠となった文学、演劇との関連性を考察する。 

 

5. 研究成果の概要 

毎月 1 回「西川祐信雛形本研究会」を開催し、『正徳雛形』の翻刻・語釈を行った。2018 年度は全 11 回（第

48～58 回）開催。具体的には着物の雛形に付された文章を翻刻し、語釈を行うことで着物の色や模様を再現

し、文化的背景を考察する。発表後は、翻刻内容をもとに、色や模様のインデックス化を行っている。 

 

 また、2017 年度に日文研に新収蔵された『正徳雛形』によって諸本の書誌情報、画像情報を充実させることが

でき、翻刻の精度を高めることができた。日文研本は 2019 年 4 月～5 月に渋谷区立松濤美術館で開催される

「女・おんな・オンナ―浮世絵にみる女のくらし」に出展し、研究会の研究成果を広く発信する予定である。 

 

 研究会活動について代表者石上が 2018 年 10 月 31 日 ARC セミナーにて「雛形本を読み解く―西川祐信雛

形本研究会活動報告」のテーマで発表した。 

 

 


